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　テニス教室

～体育・スポーツコーナー～
広げよう…市民のなかにスポーツの輪を

　　　　高めよう…みんなの手で友愛の輪を
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（
本
町
四
）

　
春
が
近
づ
き
、
こ
の
足
で
土
を
踏

め
る
日
も
遠
く
な
い
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
走
り
は
じ
め
て
五
年
、
走
る

楽
し
さ
、
苦
し
さ
が
や
っ
と
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
と
し
一
年
、
自
分
の
力
が
ど
れ

だ
け
伸
び
る
か
。
ま
た
、
駅
伝
の
十

日
町
代
表
選
手
に
選
ば
れ
る
よ
う
、

先
輩
や
高
校
生
に
負
け
ぬ
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
日
町
市

　
　
テ
ニ
ス
協
会

難

野
　
球
四
恥
せ
吼
椰
格
蝋
端
酌
醐
縣
匠
ド
判
輝
ね
切
繍
訳
勲
匠
ポ

樋
口
晴
喜
さ
ん
す
．
こ
れ
を
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
や
っ
て
行
く
計
画
に
し

　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。
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練
習
内
容
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
主
体
に
テ
ィ
バ
・
テ
ィ

吉
沢
織
物
野
球
部
ン
グ
。
そ
れ
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
を
購
入
し
て
も
ら

　
　
　
　
　
　
　
っ
た
の
で
、

　　～エンジョイ・テニス～
　十日町市テニス協会は、今年体育協会に承認された新し

い協会です。　“十日町に硬式テニスを、、と、十日町市庭球

協会硬式部会として、今から8年前の昭和50年に・硬式テ

ニスを愛好する人達によって、市営城ヶ丘テニスコートで、

活動がはじめられました。

　現在、協会員数は、約160名、加入団体は十日町グリーン

テニスクラブ、ホワイトアロークラブ、そして中条病院ク

ラブの3団体です。あなたも、さんさんとふりそそぐ太陽

の下、真っ白いウェアに身をつつみ思いっきりプ、レーをし

てみませんか。詳しい問い合せは、事蕩局、村山昭夫（本町

2丁目）電話（7〉一1155まで。

前をン

　
　
　
　
　
マ
シ
ン
を
使
っ
た
練
習
も
組
み
入
れ
る
予
定

で
す
。

・
目
標
と
し
て
は
、
こ
こ
数
年
、
チ
ー
ム
、
個
人
と
し
て

も
不
本
意
な
成
績
に
お
わ
っ
て
い
る
の
で
、
な
ん
と
か
巻

き
か
え
し
を
は
か
り
、
数
年
来
の
目
標
で
あ
る
県
の
上
位

ラ
ン
タ
に
く
い
込
め
る
よ
う
が
ん
ば
る
つ
も
り
で
す
。

　
今
、
春
の
雪
消
え
を
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
て
い
ま
す
。

　
で
も
私
ど
も
の
グ
ル
ー
プ
は
、
暇
を
み
て
雪
を
つ
っ
つ

い
た
り
、
長
寿
大
学
で
い
た
だ
い
た
「
自
己
流
体
操
」
で

体
な
ら
し
中
。
そ
れ
に
、
お
互
い
に
作
戦
の
話
し
合
い
中

で
す
。

　
タ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
仕
方
、
思
い
き
っ
て
タ
ッ
チ
を
強
行

す
る
か
、
思
い
と
ど
ま
る
べ
き
か
。
こ
の
頭
の
使
い
方
が

頭
脳
の
活
性
化
、
処
世
観
と
も
つ
な
が
る
よ
う
で
愉
快
で

す
。　

勝
敗
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
ず
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
こ

と
で
、
若
い
気
分
に
な
れ
る
こ
と
と
、
仲
間
づ
き
あ
い
を

一
番
た
い
せ
つ
に
思
っ
て
い
ま
す
。
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　雪消えとともに、屋外体育施設を開放します。

使用申込み受付けは市民体育館で行います。

◆使用料一覧表 （単位：円）

施　設　名 区　　　　分
練習使用料 試合使用料

ダ礁釜、

　　　　　　　　　　鱗駕　　　　≡〈　「㍗

1　　．製撒、　百え力
1ぎ．2翫纏i　　　I（、，）つ
　，｝ll．垂嬰…

　　　　　　　　　　　嚢　　　　く

召ら劣美桑ち基奔谷蓼窪薔1ユ私　り

鰯飯郵郷鷺醗鮪百
欝献糾言蓬縮磐講日
・軽触観諄超循配運
磯1藻難藁裟輝動

　続な　りな海　　し　も体グは毎スイ
　　けがンり道　　まに育に　じ週タク

一般 学校 一般 学校

市営グラウンド

　（城ケ丘〉

日の出～午前8時30分 700 350 1，400 700

午前8時30分～正午 1，000 500 2，000 1，000

午後1時～午後4時30分 1，000 500 2，000 1，000

午後4時30分～日没 700 350 1，400 700

日没～午後10時 700 350 1，400 700

市営グラウンド

夜間照明施設
30分（30分に満たない場
合は30分とする）につき

2，000 2，000

太田島野球場
信濃川運動公園野球場

真田野球場
岩野山運動広場

日の出～午前8時30分 700 350 1，400 700

午前8時30分～正午 1，000 500 2，000 1，000

午後1時～午後4時30分 1，000 500 2，000 1，000

午後4時30分～日没 700 350 1，400 700

青少年野外スポーツ

センター運動広場

日の出～午前8時30分 400 200 800 400

午前8時30分～正午’ 600 300 1，200 600

午後1時～午後4時30分 600 300 1，200 600

午後4時30分～日没 400 200 800 400 体力つくり100日運動

信濃川運動公園

サッカー場

専
用
（
団
体
）
使
用

日の出～午前8時30分 400 200 800 400

午前8時30分～正午 600 300 1，200 600

午後1時～午後4時30分 600 300 1，200 600

57年度は￥145家族・400名の万々から達成

カードが提出されました。近く認定証をお

届けします。
午後4時30分～日没 400 200 800 400

◎η噸貿藤“．

十日町・魚沼地区日本バドミントン協会公認
年
間
使
用

一　般 2，000

高校生 1，500 3級審判員審査会・審判講習会開催
中学生以下 1，000

笹山野球場

入
場
料
を
徴
収
し
な
し
、
場
合

日の出～午前8時30分 1，000 500 2，000 1，000

午前8時30分～正午 1，400 700 2，800 1，400

午後1時～午後4時30分 1，400 700 2，800 1，400

午後4時30分～日没 1，000 500 2，000 1，000

入
場
料
を
徴
収
す
る
場
合

利　用　者 使　　　　用　　　　料

学　　　　校
入場料を徴収しない場合の使用料の額に、

その最高入場料金額の50人分を加算した額

一　　　　般
入場料を徴収しない場合の使用料の額に、

その最高入場料金額の80人分を加算した額

設
備

スコアボード 1回につき400円

放送設備 1回につき400円

市営テニスコート

専
用
（
団
体
）
使
用

日の出～午前8時30分 使用料　1面　200

●日　時　審判講習会　1部　5月14日（土）午後6：30～9：30

　　　　　　　　　2部　5月15日（日）午前9：00～12：00

　　　　審判審査会　　　　5月15日（日）午後1：00～3：00

●会　場　両日とも十日町市民体育館

●対象者　高校生以上でバドミントンに興味を持っている方ならど

　　　　なたでも参加できます。

●参加料　講習会資料代として200円（高校生・家庭婦人は100円）

　　　　市内に在住、在学、在勤の方、十日町市協会員は無料

●申込み　5月8日までに市民体育館内十日町バドミントン協会へ

●講　師　県バドミントン協会審判委員長高見広治氏

　　　　　　　　　　　同副委員長吉田孝良氏
　　詳しくは市民体育館（7－5208）か市体育課（7－3111内275）へ。

　　　　　　錦　　　議　鍵　　　需．畿　響
　　　　　　　　　　　輸　　　　　　　　　　　　　　臓

昭和58年度の市民体育館の一般開放を下表のように

行います。特に火・金曜日午後1：00～5：00は、

どなたでも自由に利用できます。

“余暇を利用じ、快い汗を流して、健康な毎日を”

　※午前8：30～12：00

　　午後1：00～5：00
　夜間…午後5：30～7：30、午後7：30～9：30まで

午前8時30分～正午 〃　　　　　400

午後1時～午後4時30分 〃　　　　　400

午後4時30分～日没 〃　　　　　200

日没～午後10時まで 〃　　　　　400

市営テニスコート夜間照明施設 30分（30分に満たない場
合は30分とする）につき

〃　　　　　300

信濃川運動公園

ー
テ ニスコート

専
用
（
団
体
）
使
用

日の出～午前8時30分 〃　　　　　200

午前8時30分～正午 〃　　　　　400

午後1時～午後4時30分 〃　　　　　400

午後4時30分～日没 〃　　　　　200

市営テニスコート

信濃川運動公園

テニスコート

個
人
使
用

2時間1面1人（一般） 100 の割当ては4月25日号でお知らせします。
2時間1面1人（高校生以下） 50

年
間
使
用

一　般 2，000
月 火 水 木 金 土 日

高校生 1，500

午
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ワ硬
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ト　テ

ア　ニ
ロ　　ス

1）

レ　シ

ク　ヨ

　ンリ
　同
工好
1会

T＿

　庭
A
　
球
C ）

中学生以下 1，000

※・学校とは小・中学校及び高等学校をいいます。

　・「入場料を徴収する場合」とは、入場券、有償の会員券、整理

　券またはこれに類するものを発行して使用する場合をいいます。

　・使用者が市外の人の場合は、使用料の5割を増徴します。

　・テニスコートは便利な「年間登録制度」をご利用ください。

午
後 一

般

高体

　育
齢　教

者室
一
般

も
、
サ
イ
ク
リ
ン

に
、
楽
し
み
な
が

限
り
、
走
り
続
け

ま
す
。

宇
都
宮
と
く
さ
ん
働

　
ー
稲
荷
町
二
丁
目
1

り
百
瞬

　
私
の
百
日
運
動

リ
ン
グ
の
始
ま
る

ー
ト
し
ま
し
た
。

三
回
の
早
朝
サ
イ

め
遠
乗
り
や
一
泊

で
か
け
た
り
で
、

の
日
に
百
日
を
達

走
行
距
離
千
二
百

し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
、
十

の
宗
谷
岬
ま
で
走

ま
す
。
こ
れ
か
ら
・

グ
の
仲
間
と
一
緒

ら
、
体
力
の
続
く
一

た
い
と
思
っ
て
り

日
町
か
ら
北
海
道

っ
た
こ
と
に
な
り

私
の
体
力
つ
く
り

運
動

な
、
早
朝
サ
イ
ク

五
月
上
旬
に
ス
タ

そ
れ
か
ら
、
毎
週

ク
リ
ン
グ
を
は
じ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

十
月
十
日
の
体
育

成
す
る
と
と
も
に

キ
ロ
を
記
録
し
ま

馳
置謎

陥 体力つくり100日運動

◎η霞o貿藤“．

57年度は￥145家族・400名の万々から達成

カードが提出されました。近く認定証をお

届けします。

十日町・魚沼地区日本バドミントン協会公認

3級審判員審査会・審判講習会開催

※・学校とは小・中学校及び高等学校をいいます。

　・「入場料を徴収する場合」とは、入場券、有償の会員券、整理

　券またはこれに類するものを発行して使用する場合をいいます。

　・使用者が市外の人の場合は、使用料の5割を増徴します。

　・テニスコートは便利な「年間登録制度」をご利用ください。

●日　時　審判講習会　1部　5月14日（土）午後6：30～9：30

　　　　　　　　　2部　5月15日（日）午前9：00～12：00

　　　　審判審査会　　　　5月15日（日）午後1：00～3：00

●会　場　両日とも十日町市民体育館

●対象者　高校生以上でバドミントンに興味を持っている方ならど

　　　　なたでも参加できます。

●参加料　講習会資料代として200円（高校生・家庭婦人は100円）

　　　　市内に在住、在学、在勤の方、十日町市協会員は無料

●申込み　5月8日までに市民体育館内十日町バドミントン協会へ

●講　師　県バドミントン協会審判委員長高見広治氏

　　　　　　　　　　　同副委員長吉田孝良氏
　　詳しくは市民体育館（7－5208）か市体育課（7－3111内275）へ。

昭和58年度の市民体育館の一般開放を下表のように

行います。特に火・金曜日午後1：00～5：00は、

どなたでも自由に利用できます。

“余暇を利用じ、快い汗を流して、健康な毎日を”

　※午前8：30～12：00

　　午後1：00～5：00

　夜間…午後5：30～7：30、午後7：30～9：30まで
　の割当ては4月25日号でお知らせします。
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製
造
品
出
荷
額
等
再
び
七
百
億
円
台
に

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
実
施
し
た
工
業
統
計
調
査
の

結
果
（
概
数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
事
業
所
数
・

　
前
年
対
比
三
十
六
事
業
所
（
二
・

○
新
）
の
減
少
で
千
七
百
六
十
二
と

工業統計調査結果速報（概数）

．
1
五
十
七
年
工
業
統
計
調
査
ー

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
相
変
ら
ず
出

機
事
業
所
（
前
年
対
比
百
二
十
五
事

業
所
　
十
二
・
六
新
）
の
減
少
に
よ

り
、
繊
維
部
門
の
事
業
所
の
減
少
が

主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
反
物
の
染
色
加
工
（
友
禅
・
手

描
）
等
の
業
種
で
は
増
加
傾
向
を
示

産業中分類 昭和57年 昭和56年 比較増減
事業所数 従業者数 製造品出荷額等 事業所数 従業貝数 製造品出荷額等 事業所数 従業者数 製造品出荷額等

総　　　　　　　　数 1，762 7，534人 7，007，859禺 1，798 7，387人 6，943，185召 △　36 147人 64，674高

食　　　料　　　品 33 266 237，695 28 250 219，342 5 16 18，353

繊維工業製品 1，609 5，849 5，708，298 1，676 5，875 5，813，394 △　67 △　26 △105，096

衣服・その他の繊維製品 11 69 24，411 5 43 18，714 6 26 5，697

木材　・木製品 17 49 31，159 16 46 25，914 1 3 5，245

家具　・装備品 20 92 62，382 16 87 56，093 4 5 6，289、

パルプ・紙・紙加工品 3 11 4，589 4 27 11，115 △　　1 △　16 △　6，526’

出版・印刷・同関連品 7 90 52，438 5 87 47，734 2 3 4，704

ゴ　　ム　　製　　品 1 X X 一 一 『 1 一 一

なめしかわ・同製品・毛皮 2 X X 2 X X 0 一

窯業・土石製品 7 126 226，032 6 98 193，987 1 28 32，045

鉄　　　　　　　　鋼 1 X X 一 『 ｝ 1 一 一

非　　鉄　　金　　属 1 X X 一 一 一 1 一 一

金　　属　　製　　品 6 22 15，256 2 X X 4 『 一

一般機械器具 13 208 158，715 14 247 163，378 △　　1 △　39 △　4，663

電気機械器具 15 486 163，357 12 352 45，787 3 134 117，570

輸送用機械器具 1 X X 1 X X 0 一 一

精密機械器具 3 63 45，565 3 59 75，710 0 4 △　30，145

そ　の他の製品 12 59 53，657 8 45 49，771 4 14 3，886

（Xの計） 6 144 224，305 5 171 222，246 1 27 2，059

繊維工業製品のうち出機 866 一
38，415 991 一

43，886 △125 一 △　5，471

＜注＞昭和57年数値は概数のため、確定数値と異なることがあります。
　　Xは公表をさしひかえたものです。

し
て
い
ま
す
。

※
従
業
者
数
・

　
七
千
五
百
三
十
四
人
で
前
年
対
比

百
四
十
七
人
（
二
・
○
督
）
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
繊
維

部
門
の
従
業
者
の
減
少
が
少
な
か
っ

た
こ
と
と
、
進
出
企
業
の
多
い
電
気

機
械
器
具
の
部
門
で
百
三
十
四
人

（
三
十
八
・
一
智
）
増
加
し
た
こ
と

等
に
よ
る
も
の
で
す
。

米
出
荷
額
等
（
出
荷
額
＋
加
工
賃
収

入
＋
修
理
料
）
米

　
前
年
対
比
六
億
四
千
六
百
七
十
四

万
円
（
○
・
九
智
）
増
加
し
、
七
百

億
七
千
八
百
五
十
九
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
電
気
機
械
器
具
の
部

門
で
、
十
一
億
七
千
五
百
七
十
万
円

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

市議会の動き

国際交流・文化スポーツ

基金条例制定
～第1回定例会～

ii

（
三
十
八
・
一
新
）
と
大
幅
に
増
加

し
た
ほ
か
、
一
部
を
除
く
他
の
業
種

で
も
比
較
的
堅
実
な
伸
び
を
示
し
た

た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
減
少
傾
向
が
続
き
停
滞
気
味
で
あ

っ
た
地
場
産
業
の
繊
維
工
業
製
品
の

減
少
率
が
鈍
化
し
、
製
造
業
全
体
で

は
よ
う
や
く
増
加
傾
向
に
転
じ
て
、

堅
実
な
伸
び
が
期
待
で
き
る
と
い
え

る
よ
う
で
す
。

市長・市議会議員選挙

示
票

告
投

4月14日㈲
4月24日（日）

※投票所入場券は4月15日

　ごろ配布します。

市長選立会演説会
4月20日㈱　下条中学校体育館

4月21日休）水沢小学校体育館

4月22日㈹　十日町市民体育館

～時間はいずれも午後7時から～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
や
　
か
　
な
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
ゆ
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月

．
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
十
五
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件

は
「
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
予

算
」
な
ど
、
市
長
提
案
三
十
八
件
、

議
会
提
案
二
件
、
請
願
三
件
、
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
一
件
の
四

十
四
件
で
す
が
、
審
議
さ
れ
た
主
な

も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
可
決
、
承
認
さ
れ
た
も
の

　
　
・
十
日
町
市
国
際
交
流
、
文
化
ス

獅
ポ
ー
ッ
基
金
条
例
制
定
．
…
：
．
：
市
民

秘嚇
の
国
際
親
善
交
流
の
振
興
及
び
青
少

年
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
を
は

か
る
た
め
派
遣
費
を
補
助

　
　
・
市
政
事
務
嘱
託
員
設
置
条
例
等

の
一
部
改
正
…
…
「
四
日
町
第
一
」

を
「
四
日
町
第
一
」
と
「
四
日
町
中

原
」
に
分
割
。

　
　
・
屋
外
体
育
施
設
条
例
の
改
正
…

…
…
屋
外
体
育
施
設
に
「
市
営
笹
山

野
球
場
」
を
加
え
、
使
用
料
を
決
定

　
　
・
家
庭
奉
仕
員
派
遣
に
伴
う
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
や
　
　
　
な
　
　
　
　
　
ひ
　
ゃ
　
　
　
ひ
　
ゃ
　
や
　
ひ
　
ゃ
　
　
　
ゆ
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

鰻
鯉
綻
晶
蕪
日
～
～

　
　
　
・
＋
日
町
市
乳
児
屡
費
曇

　
　
に
関
す
る
条
例
制
定
…
…
…
乳
児
の
．

　
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
乳
児
の
健

　
康
の
向
上
を
図
る
も
の

　
　
　
・
十
日
町
市
妊
産
婦
、
乳
児
の
医
。

　
療
費
助
成
条
例
の
廃
止
に
伴
う
経
過
～

謹
条
例
製
－
－
－
同
条
例
の
廃
～
～

　
止
に
伴
い
、
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
～

　
受
給
資
格
証
の
交
付
を
受
け
た
人
に
～

対
す
る
医
療
費
を
助
成
　
～
～

　
　
　
・
五
十
八
年
度
十
日
町
市
一
般
会

　
計
予
算
及
ぴ
特
別
会
計
予
算

　
…
…
三
月
十
日
付
市
報
と
お
か
ま
ち

舞
鱗
講
お
り
可
決
鵬

求
獄
駆
療
費
の
無
料
化
実
施
を
～
～

　
　
　
・
妊
矯
乳
児
医
療
費
無
菰

　
度
の
継
続
を
求
め
る
請
願

　
◎
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願

　
　
　
・
優
生
保
護
法
の
「
改
正
」
に
反

　
対
す
る
請
願
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
七
人
の

　
議
員
が
登
壇
し
、
昭
和
五
十
八
年
度
。

　
予
算
、
農
政
、
大
型
間
接
税
、
福
祉

　
行
政
、
教
育
行
政
、
克
雪
都
市
建
設
・

　
問
題
な
ど
を
取
り
あ
げ
て
質
問
し
ま

　
し
た
・
　
　
　
　
　
　
～

　
　
ま
た
、
三
月
八
日
の
一
般
質
問
に

　
は
、
青
年
会
議
所
会
員
、
一
般
者
な
。

　
ど
多
数
が
傍
聴
席
を
う
ず
め
、
今
会
◆

　
期
中
の
傍
聴
者
は
七
十
七
名
と
、
五
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
十
四
年
に
つ
い
で
二
番
目
の
記
録
と

　
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

き
～
き
2
き
…
2
2
～
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市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者
な

ど
の
か
た
に
、
経
営
の
改
善
や
近
代

化
に
必
要
な
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行

い
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め

つ
ぎ
の
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
借
入
ご
希
望
の
か
た
は
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関
　
県
信
用
組
合
、
大

膨

光
相
互
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行
。

申
込
み
・
問
い
合
せ
は
、
市
商
工
課

（
智
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
六
六

．
二
四
四
）
、
市
商
工
会
議
所
（
智

七
ー
五
一
一
一
番
）
、
水
沢
商
工
会

（
智
八
ー
三
〇
三
五
番
）
へ
。

　
な
お
貸
付
利
率
は
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◎
中
小
企
業
振
興
資
金

資
金
の
種
類

貸
付
金
額

利
　
　
率

返
済
期
間

返
済
方
法

設
備
資
金

五
〇
〇
万
円
以
内

（
纏
握
鯉
額
）

三
力
年
以
内

年
　
六
・
八
五
％

五
力
年
以
内

年
　
七
二
〇
％

五
力
年
超

年
　
七
・
三
五
％

五
力
年
以
内

五
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

（
勢
鮒
内
裾
）

運
転
資
金
四
〇
〇
万
円
以
内

四
力
年
以
内

四
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

大
型
店
対
策
資

金

七
〇
〇
万
円
以
内

（
纒
鷹
即
額
）

七
力
年
以
内

七
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

へ暫
認
内
裾
）

商
店
街
等
近
代

化
資
金

五
〇
〇
万
円
以
内

（
纏
鵬
磨
額
）

六
力
年
以
内

六
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

（
勢
弱
内
裾
）

◎
産
業
育
成
資
金

資
金
の
種
類

貸
付
金
額

貸
付
利
率

返
済
期
間

返
済
方
法

設
備
資
金

運
転
資
金
三
五
〇
万
円
以
内

年
六
・
八
五
％

（
信
保
付

　
　
六
・
三
五
％
）

三
力
年
以
内

三
ヵ
月
一
括
ま
た

は
三
ヵ
年
以
内
月

賦
均
等
返
済

髪　
県
・
中
小
企
業
振
興
公
社
で
は
、

機
械
設
備
の
設
置
を
計
画
し
て
い
る

企
業
者
の
た
め
に
、
次
の
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
申
込
期
間
は
予
算

枠
に
達
す
る
ま
で
で
す
の
で
早
目
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
毎
月
二
十
日
ま
で
に
申

請
書
を
商
工
課
へ
。

問
い
合
せ
　
市
商
工
課
（
智
七
ー
三

一
一
一
番
内
線
二
六
六
・
二
四
四
）
、

市
商
工
会
議
所
（
智
七
－
五
一
一
一

番
）
、
水
沢
商
工
会
（
智
八
ー
三
〇

三
五
番
）
へ
。

『
会
編
．

58年度前期

　
技
能
検
定
は
、
技
能
者
の
自
己
啓

発
の
目
標
と
な
る
と
と
も
に
、
．
技
能

者
の
職
業
能
力
の
評
価
や
処
遇
の
指
．

標
と
な
る
き
わ
め
て
重
要
な
国
家
検

定
で
す
。

　
技
能
検
定
は
技
能
者
の
技
能
水
準

を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
技
能
者
の

社
会
的
経
済
的
地
位
を
高
め
る
と
と

も
に
産
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

◎
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

資
金
の
種
類

対
　
象
　
設
　
備

貸
付
金
額

利
率

貸
付
率

返
済
方
法

設
備
近
代

化
資
金

国
の
指
定
業
種
に
対
応
し

た
対
象
設
備
（
新
鋭
機
械
）

一
、
五
〇
〇

万
円
以
内

無
利
子

壱
以
内

一
年
据
え
置
き

四
年
均
等
償
還

（
公
害
防
止
設
備
は

一
年
均
等
償
還
）

設
備
合
理

化
資
金

生
産
・
加
工
・
検
査
の
た

め
の
機
械
器
具
及
び
装
置

（
い
ず
れ
も
改
造
を
含
む
）

九
〇
〇
万
円

以
　
　
　
内

年
四
・

八
％

号
以
内

一
年
据
え
置
き

四
年
均
等
償
還

◎
設
備
貸
与
制
度

制
度
区
分

対
象
設
備

貸
付
額

貸
付
率

貸
付
期
間
及
び
利
率

設
備
貸
与

制
　
　
度

中
小
企
業
設
備
近

代
化
資
金
と
同
じ

二
十
万
円
以
上

二
千
万
円
以
下

全
額

四
年
半

年
　
利
　
率
　
五
　
％

県
単
設
備

貸
与
制
度

企
業
の
近
代
化
、

合
理
化
に
必
要
な

新
鋭
機
械

五
十
万
円
以
上

三
千
万
円
以
下

全
額

二
千
万
円
以
下

四
年
半
、
年
利
率
五
％

二
千
万
円
を
こ
え
三
千
万
円
以
下

七
年
、
年
利
率
五
・
五
％

　
な
お
、
こ
の
実
技
試
験
に
あ
わ
せ

新
潟
県
技
能
競
技
大
会
と
、
技
能
五

輪
地
方
大
会
を
行
い
、
成
績
が
特
に

優
秀
な
方
は
新
潟
県
知
事
か
ら
新
潟

県
代
表
選
手
と
し
て
技
能
五
輪
全
国

轟

大
会
出
場
の
推
せ
ん
が
受
け
ら
れ
ま

す
。　

技
能
検
定
の
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

受
検
申
請
受
付
　
四
月
十
五
日
（
金
）

か
ら
四
月
二
十
六
日
（
火
）
ま
で
。
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実
技
試
験
　
問
題
公
表
…
…
六
月
十

三
日
（
月
）
、
実
施
…
…
六
月
二
十

二
日
（
水
）
～
九
月
十
七
日
（
土
）
。

学
科
試
験
　
九
月
四
日
、
十
一
日
、

十
八
日
。

合
格
発
表
　
十
月
三
日
（
日
）
。

　
な
お
、
詳
細
は
、
新
潟
県
職
業
能

力
開
発
協
会
（
新
潟
市
川
岸
町
一
ー

四
八
ー
八
、
ま
る
え
ビ
ル
内
、
新
潟

県
職
業
能
力
開
発
協
会
　
智
〇
二
五

二
ー
三
一
ー
二
一
五
五
番
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
地
場
産
品
販
売
委
託
受
付
1
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
も
い
よ
い
よ
完
成
し
、
五
㎜

月
一
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
地
場
産
品
の
販
売
委
託
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

希
望
の
方
は
、
次
の
要
領
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
　
㎜

　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

一
　
販
売
を
希
望
す
る
商
品
は
原
則
と
し
て
委
託
　
　
皿

二
、
上
代
価
格
は
出
品
者
の
希
望
と
し
、
手
数
料
に
つ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
も
事
前
に
協
議
し
て
決
め
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
㎜

三
、
販
売
さ
れ
た
商
品
は
、
毎
月
末
締
切
ゲ
、
翌
月
十
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

日
に
銀
行
口
座
振
込
み
で
支
払
い
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
お
申
し
込
み
は
管
理
事
務
室
物
産
ホ
ー
ル
係
へ
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
販
売
員
パ
ー
ト
募
集
1
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

◎
募
集
人
員
　
女
子
五
名
（
十
八
歳
～
四
十
歳
ま
で
）
㎜

◎
期
問
　
五
月
一
日
～
五
月
十
五
日
　
　
期
間
終
了
後
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

も
引
き
続
い
て
断
続
的
に
採
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
㎜

◎
職
種
　
商
品
販
売
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

◎
勤
務
時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
六
時
　
　
（
昼
食
休
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

憩
一
時
間
あ
り
ま
す
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

◎
給
与
　
日
給
四
千
円
（
時
給
五
百
円
）
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
ご
希
望
の
方
は
、
写
真
付
履
歴
書
を
ク
ロ
ス
ー〇
十
日
㎜

町
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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級舌鱒冒
0

電
アマチュア無線技士

　　　　試　内

　
近
年
科
学
知
識
の
普
及
に
伴
い
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
興
味
を
抱
く
か

た
が
老
若
男
女
を
問
わ
ず
広
い
階
層

に
わ
た
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
㈲
無
線
従
事
者
国
家
試
験
セ
ン
タ

ー
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
電
話
級
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
の
資
格
を
得
る

た
め
の
国
家
試
験
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
受
験
く
だ
さ
い
。

幽
試
験
地
・
受
付
期
問
・
試
験
の
日

時
　
左
表
の
と
お
り

幽
試
験
科
目
　
法
規
、
無
線
工
学

幽
提
出
書
類
　
試
験
申
請
書
（
用
紙

は
申
請
す
る
試
験
セ
ン
タ
ー
の
事
務

試
験
地

受
　
付
　
期
　
間

試
　
　
　
験
　
　
　
期
　
　
　
日

開
始
時
間

東
　
京

試
験
日
の
前
々
月

の
1
日
～
1
5
日
ま

で
（
1
5
日
が
日
曜

休
日
の
と
き
は
翌

日
）

6
月

21、

22、

23、

27、

28
日

O
　
　
　
寺

ー
　
　
　
　
　
ロ
0

12

時
半

14

時
半

7
月

　
、
　
、
2
、
3
、
1
、
2
、
5
、
6
ヨ

5
　
6
1
1
2
2
2
2
L

8
月

10、

n
、
1
2
、
1
8
、
1
9
、
2
2
、
2
3
、
2
4
、
2
9
日

9
月

2
、
5
、
6
、
1
3
、
1
4
、
m
、
2
7
日

10
月

4
、
5
、
1
3
、
2
0
、
2
1
、
2
4
、
2
5
日

n
月

10、

H
、
1
6
、
1
7
、
1
8
、
24
、
2
5
、
2
8
日

12
月

1
、
2
、
6
、
7
、
8
、
1
2
、
1
3
日

長
　
野

6
月
1
日
～
1
5
日

8
月
2
日
～
8
日

9
月
1
日
～
1
6
日

n
月
8
日
～
n
日

所
に
あ
り
ま
す
）
　
郵
便
切
手
六
十

円
を
同
封

幽
受
験
時
に
提
出
す
る
書
類
　
受
験

票
・
受
験
整
理
票
（
事
前
に
試
験
セ

ン
タ
ー
か
ら
送
付
）
写
真
（
タ
テ
四
・

五
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
三
・
五
セ
ン
チ
、

裏
面
に
氏
名
、
生
年
月
日
を
記
載
）

園
試
験
手
数
料
　
二
千
円
（
試
験
セ

ン
タ
ー
の
定
め
る
払
込
書
用
紙
で
郵

便
局
ま
た
は
銀
行
に
払
い
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
の
払
込
み
証

明
書
を
、
申
請
書
の
所
定
欄
に
必
ず

は
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

囹
申
請
書
の
提
出
先

　
試
験
地
が
東
京
の
場
合
…
働
無
線

従
事
者
国
家
試
験
セ
ン
タ
ー
（
〒
一

〇
四
、
東
京
都
中
央
区
晴
海
三
丁
目

三
　
三
、
江
間
忠
ビ
ル
、
盈
〇
三
－

五
一
二
一
二
－
山
ハ
〇
一
二
一
・
⊥
パ
〇
二
一
二
）

　
試
験
地
が
長
野
の
場
合
…
働
無
線

従
事
者
国
家
試
験
セ
ン
タ
ー
信
越
支

部
（
〒
三
八
○
、
長
野
市
若
松
町
一

〇
三
五
－
二
、
若
松
町
ビ
ル
、
盈
〇

二
六
二
－
三
四
！
二
二
七
七
）

4目の交通キヤフペ多

～こどもを交通事故から

　　　　　　　　　守りましょう～

◎子供、老人の街頭保護活動

　・とびだし、車の直前直後を横断

　　しないよう

　・止って安全確認の励行

◎毎月10日は交通安全家庭の日です

　市内では今年に入って30数名が

飲酒運転で検挙されています。

　酒を飲んだら絶対に車は運転し

　ないよう、またさせないよう家庭

地域ぐるみで注意しましょう。

3月中の交通事故発生状況（）57年

発生件数 死者数 傷者数

十日町市
5（10）

0
5（13）

川　西　町 3（1）

0
3（1）

津　南　町 0（1）

0
0（2〉

中　里　村 0（1） O
0（1）

郡　市　計 8（13）

0
8（17）

1～3月累計 26（2励

0
35（30）

さ
し
あ
げ
ま
す

“
青
い
鳥
は
が
き
”

　
郵
便
局
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉

強
調
運
動
に
ち
な
み
、
特
別
な
意
匠

の
四
十
円
郵
便
は
が
き
（
切
手
の
部

分
が
”
青
い
鳥
”
）
を
四
月
二
十
日

か
ら
発
売
し
ま
す
。

　
こ
の
は
が
き
は
、
郵
便
局
で
販
売

す
る
ほ
か
、
重
度
の
身
体
障
害
者
の

方
か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
無
料
で
お

一
人
に
二
十
枚
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
身
体
障
害
の
程
度
が
二
級
ま
た
は

一
級
、
満
六
歳
以
上
で
、
こ
の
は
が

き
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の

郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示

さ
れ
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
出
は

代
理
の
方
で
も
郵
便
に
よ
っ
て
で
も

結
構
で
す
。

一募集します〃武道会員一
「心と技を磨き、粘り強い体力の増進をはかる」ことを基調に活動

を進めている武道協会では、新会員を広く募集しています。

■定例稽古日　毎週月、水、金曜日午後7時より武道館で

■入会資格　小学生（剣道のみ3年生以上）、中学生、高校生、

　　　　　　一般　※特に女性歓迎（現在の女性会員、剣道20名、

　　　　　　柔道10名、空手道29名〉

ロ申込み先　武道館での定例稽古日においでください。詳細はそ

　　　　　　の時に。

ヘ
一
．
．

》
、レ

∠暑謝

蕩．ノ！

蕉
遡
“

もを冠　
　
－
　
了
／
も

　空手道協会

会長西野幸雄
　柔　道　会

会長上村安輝

剣友会（剣道・居合道）

会長関口文二朗

市
役
所
関
係
人
事
異
動

〔
＋
日
町
市
〕

　
特
別
職
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

　
●
助
役
・
経
済
部
長
　
池
田
作
三

（
助
役
）

　
部
長
級

　
●
建
設
部
長
・
水
道
局
長
　
池
田

耕
平
（
建
設
部
長
）

　
課
長
級

　
●
教
育
委
員
会
指
導
管
理
主
事

田
村
昭
（
新
採
用
）

　
退
職
者

　
●
上
村
政
基
（
経
済
部
長
）
　
●

松
岡
中
庸
（
教
育
委
員
会
指
導
管
理

主
事
）
　
●
高
橋
利
男
（
水
道
局
長
）

●
小
林
虎
男
（
建
設
課
参
事
）
　
●

柳
フ
ヂ
ノ
（
保
健
衛
生
課
）
　
●
目

黒
操
（
社
会
福
祉
事
務
所
）
　
●
野

本
貞
恵
子
（
川
治
保
育
所
）
　
●
村

山
椿
吉
（
水
沢
小
学
校
）
　
●
春
日

ア
イ
（
八
箇
小
学
校
）
　
●
小
海
サ

キ
（
名
ヶ
山
小
学
校
）
　
●
尾
身
春

井
（
真
田
小
学
校
）
　
●
保
坂
タ
ケ

ノ
（
鐙
島
小
学
校
）
　
●
上
村
敏
夫

（
水
沢
中
学
校
）

　
●
阿
部
徳
栄
（
消
防
士
長
・
副
分

隊
長
）

蒔全◎農藩講即，皆の

臨霧瀧部変更に
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市
内
小
中
学
校
教
員
異
動

転
入
百
十
三
名
・
転
出
八
十
六
名

◆
転
入
・
市
内
異
動
さ
れ
た
小
・
中
学
校
長
◆

東小

佐藤清
　　飛二小

小関　毅
　　六箇小

佐藤喜一
　鐙島小

本田和雄
　真田小

徳原晃司
　東下組小

小林栄一

　水沢小

羽鳥隆二
　　西小

滝沢雅利

　
敏

中沢水
島永

　吉田中

小林正茂

市
奨
学
生
を
再
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
五
十
八
年

度
の
市
奨
学
生
を
大
学
生
、
高
校
生

と
も
三
名
ず
つ
再
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
み
は
四
月
二
十
日
㈲
ま
で
に

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
費
七
－

三
一
一
一
番
内
線
二
七
二
）
へ
。

活
用
く
だ
さ
い
1
就
学
援
助
制
度

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理

由
で
就
学
が
困
難
だ
と
認
め
ら
れ
る

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

（
市
内
保
護
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
程
度
の
世
帯
の
児
童
・
生
徒
）
に

対
し
て
就
学
援
助
費
（
学
校
の
勉
強

の
た
め
に
必
要
な
学
用
品
費
な
ど
）

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

就学援助費予定単価
★学用品・通学用品費・校外活動費

区分 学　　年 1ム当
だり額

小学校
第　1学年 9，170円

そび）他グ）学年 10，800円

中学校
第　1学年 18，080円

そび）他び）学年 19，77Q円

　
こ
の
対
象
者
の
認
定
事
務
を
四
月

二
十
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
各
小

中
学
校
、
民
生
委
員
ま
た
は
教
育
委

員
会
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（
盈
七

－
三
一
二
番
内
線
二
七
二
）
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★新入学用品費

　小学校第1学年　　　15，400円

　中学校第1学年　　　17，900円

★体育実技用具費（スキー用具）

　小学校第1・4学年　20，000円

　中学校第1学年　　　28，600円

★修学旅行費（宿泊を伴う修学旅行）

　小学校第5・6学年　　実　費

　中学校第3学年　　　実　費

★夏季訓練参加費

　中学校全学年　　　　実　費

★そび）他給食費及び学校病に係る

　医療費の実費を支給

　
　
　
で
し

　
　
油
』
な

　
　
灯
し

り
の
ろ

た
円
お

あ
5
0
愚
ヨ

一
［
「
ン
久
ミ

ー
5
ム
フ

市
教
育
委
員
会
で
は
、

　
　
　
￥

～八箇小教員住宅

　　柳式融雪屋根～

■建物　1棟2戸建延120m2

■観測期間　1月13日～3月3日

　　　　　　（50日間）

■自然の熱源　1日の暖房等の時

　間は各戸とも平均6時間（電気

　ストーブまたは家庭用石油スト

　ーブ）

■強制的熱源　強制加熱用温風式

　石油ストーブ（3，200～悔）

　各戸1台
■観測期間中の灯油使用量

　2戸分…115尼　（1ぞあたり100

　円とすると11，500円、1戸あた

　り5，750円）

■八箇小教員住宅の耐雪限度

　・1m2あたりの限度重量420kg

　・屋根積雪深…安全限界185cm

　　安全界150cm

五
十
六
年
に
完
成

し
た
八
箇
イ
学
校
教
員
住
宅
に
柳
式
自
然
融

雪
屋
根
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
柳
建

築
設
計
事
務
所
と
八
箇
小
学
校
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
積
雪
と
融
雪
状
況
等
に
つ
い
て
の

観
測
を
行
い
ま
し
た
。

　
入
居
者
が
、
二
戸
と
も
独
身
者
一
名
で
、

昼
間
は
勤
め
に
で
て
い
て
熱
源
が
き
わ
め
て

少
な
い
た
め
、
強
制
加
熱
用
ス
ト
ー
ブ
を
併

用
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
一
日
だ
け
最
大

一
八
○
㎝
の
積
雪
を
み
ま
し
た
が
、
お
お
む

ね
一
五
〇
㎝
以
下
の
積
雪
で
、
屋
根
の
除
雪

を
し
な
い
で
す
み
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
柳
建
築
設
計
事
務
所
（
盈
〇
二

五
七
六
－
八
ー
三
一
〇
四
番
）
へ
。

250

200

150

100

50

　　　　　　　　　　積雪の推移灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除小
八　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪第　　　　　　　　　　　　　　　八
箇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　箇
小　　　　　　　　　　　　　八箇小グランド積雪　　　　　　　回　　　　　　　　　　　　　　＿小

薔　　　　　　　　1　　　　草嵩
屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七屋
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ご
存
知
で
す
か
〃

離
農
給

　
離
農
給
付
金
は
、
農
業
者
年
金
に

加
入
で
き
な
か
っ
た
人
等
が
離
農
し

た
場
合
に
一
時
金
を
支
給
す
る
も
の

で
、
そ
の
支
給
額
は
六
二
万
円
で
す
。

ど
ん
な
人
が
受
け
ら
れ
る
か

　
離
農
す
る
と
き
に
「
農
業
者
年
金

に
加
入
し
て
い
な
い
農
業
経
営
主
」

で
、
次
の
条
件
を
満
し
た
農
業
経
営

主
が
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
⑦
二
〇
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

　
④
引
き
続
き
五
年
以
上
、
農
業
を

行
う
か
従
事
し
て
い
る
こ
と

　
◎
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
資
格
を

も
っ
て
い
な
い
こ
と

　
㊥
以
前
に
離
農
給
付
金
の
支
給
を

う
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と

付
金

　
①
世
帯
人
の
う
ち
に
離
農
給
付
金

の
支
給
を
う
け
た
人
が
い
な
い
こ
と

　
⑤
以
前
に
農
業
者
年
金
に
加
入
し

て
い
た
が
、
最
後
の
脱
退
が
基
金
の

申
出
ま
た
は
承
認
に
よ
る
任
意
脱
退

（
廃
疾
を
除
く
）
で
な
け
れ
ば
、
加

入
期
間
が
三
年
以
上
の
人
や
脱
退
一

時
金
を
う
け
た
人
に
も
支
給
さ
れ
ま

す　
①
六
〇
歳
～
六
四
歳
ま
で
の
間
に
、

適
格
な
後
継
者
が
い
な
い
ま
ま
六
五

歳
に
達
し
、
老
齢
年
金
の
受
給
権
者

と
な
っ
た
人
に
も
支
給
さ
れ
ま
す

　
ど
ん
な
相
手
に
譲
れ
ば
よ
い
か

　
離
農
給
付
金
を
う
け
る
に
は
、
受

け
手
に
も
必
要
な
条
件
が
あ
っ
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
人
や
団
体
に
譲
る
の

で
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
出
し
手
の
条

件
が
整
っ
て
い
て
も
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
つ
ぎ
の
よ
う
な
良
き
パ

ー
ト
ナ
ー
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
⑦
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者

　
た
だ
し
、
出
し
手
の
直
系
卑
属
（
子
、

孫
、
養
子
）
は
除
き
ま
す
。

　
⑦
地
方
公
共
団
体
、
農
協
、
農
地

保
有
合
理
化
法
人
基
金
な
ど

　
い
つ
ど
ん
な
方
法
で

　
　
譲
れ
ば
良
い
の
か

　
離
農
す
る
に
は
、
自
己
名
義
の
農

地
等
の
権
利
を
処
分
し
終
る
日
（
経

営
移
譲
終
了
日
）
の
一
年
前
の
日
、

（
「
基
準
日
」
と
い
い
ま
す
。
）
に

自
作
地
が
三
〇
ア
ー
ル
以
上
あ
る
人

が
、
基
準
日
後
一
年
間
に
買
い
入
れ

た
り
、
借
り
受
け
た
農
地
等
を
含
め

て
、
適
格
な
「
受
け
手
」
に
そ
の
権

　
　
　
　
ロ

利
を
す
べ
て
処
分
し
て
経
営
移
譲
す

『。。《。く。《。。。《目。く。‘。く。。自。　。r

l公共下水道供用開始に伴うl

l　　　　公告と縦覧一＋日町市　l
l　　　　　　　　　　　　　　　l
l公共下水道の供用を開始しますので、下水道法l
lの規定に基づいてつぎのとお松告します．　l
l．供用及び下水の処理欄始する朋5月、日l
l．供用及び下水の腿を開始する区域柳1Tl
l目下本町東1丁目、本晒1丁目、本町3丁目l
l棚≧丁目本町5丁目、柳6丁目1、本町諺

撲細1灘講1繕撒l

l縫町潤口町町酒浦町東酒潮西・旭町・l
l稲荷町1丁目・稲荷町2丁目・稲荷町3丁疎・l
l千歳町1丁目・宮下町西神明町詠野町・若宮l
l町・田中町東・田靭西・田棚本通り・山本町l
l2丁目、山本町3丁目、寿町1丁目、寿町2丁目・l
l寿町3丁目の全部、本町1丁目上、本町2丁目、l
l高田町1丁目、昭和町丁目、駅麹、、諏訪町、1
い源町、上川町、山本町1丁目、山本町4丁目、l
l山本町5丁目、千歳町2丁目、千歳町3丁目、寿l
l町4丁目学校町、丁自、学校町2丁目、河内町、l

l宮下町東1下川原町の各＿部　　　　l
l．鯛を隅する排水施設の分流式または合流式l

lの別頒式　　　　　　1
に鞭ll難1及び名称l

l●縦覧場所＋日町市役所建設部下水道課　l
l●縦覧期間4月2日～4月15日まで　　1
艮＿1＿＿＿《＿《＿《＿《＿＿【＿＿《＿《＿《＿＿＿＿」

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
希
望

に
よ
り
自
留
地
と
し
て
十
ア
ー
ル
ま

で
は
手
元
に
残
し
て
お
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
処
分
の
方
法
は
、
農
地
法
又
は
利

用
増
進
法
の
手
続
き
に
よ
り
、
自
作

地
の
場
合
は
所
有
権
の
移
転
、
ま
た

は
一
〇
年
以
上
の
使
用
収
益
権
の
設

定
を
す
る
こ
と
。

　
小
作
地
の
場
合
は
、
使
用
収
益
権

の
移
転
ま
た
は
返
還
を
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
の
問
い
合
わ
せ
は

市
・
農
業
委
員
会
（
暦
七
ー
三
一

一
番
内
線
二
六
一
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
護
叢
轟

　
現
在
市
で
は
、
五
月
一
日
の
供
用

開
始
に
向
け
て
、
急
ピ
ッ
チ
で
下
水

処
理
セ
ン
タ
ー
の
各
種
機
械
の
点
検
、

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
処
理
開
始
に
先
が
け
て

下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
を
多
く
の
方
々

か
ら
ご
覧
い
た
だ
き
、
下
水
道
事
業

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た

め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
下
水
処
理
セ
ン

タ
ー
を
一
般
公
開
し
ま
す
。
見
学
希

望
の
方
は
、
前
日
ま
で
に
下
水
道
課

（
智
七
－
三
一
二
番
内
線
二
五
七
）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
四
月
十
八
日
㈲

　
午
前
の
部
　
午
前
十
時
～
十
二
時

　
午
後
の
部
　
午
後
二
時
～
四
時

●
集
合
場
所
　
下
水
処
理
セ
ン
タ
i

（
下
川
原
地
内
、
智
七
1
0
四
九
〇
）

虫歯のないよい子
　　　　　（2・3月3歳児健診）

氏　　　　名 住　　　　所 保護者

波形　　　将 本町　6　～　3 照雄

高橋美智代 本　　町　　　5 真三
生越　　隆宏 原 俊男

村山　　慶子 四　日　町　　3 健吉
松村　　泰史 袋　　町　　西 進

野本　　　克 本町　6　～　3 修

古沢　　恵理 宮　　下　　東 誠

庭野　　順一 昭　和　町　　1 隆

大島　一晃 若　　宮　　町 洋司

島田　裕樹 北　鐙　坂　　3 孝三

山崎あゆみ 小　泉　第　3 修

雲野　愛美 孕　　　　　　石 義雄

高野由里子 千歳町1丁目 徳一
佐藤　　裕輔 関　　根　　　2 敬

遠藤　　由理 四日町新田第2 義郎

和田美津代 旭　　　ケ　　丘 伸子
金井　　昭人 水　沢　第　2 敬幸

樋口　恵美 太田島第　3 常夫
高橋　　美亜 　　嘩上　　川　　町 政隆

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

　
新
潟
県
、
新
潟
県
歯
科
医
師
会
、

新
潟
県
歯
科
保
健
協
会
で
は
、
昭
和

六
十
五
年
ま
で
に
小
児
の
む
し
歯
を

半
減
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
　
「
む

し
歯
半
減
十
ヵ
年
運
動
」
を
展
開
中

で
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
応
募
部
門
　
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
及
び
一
般
の
四
部
門
。

◎
題
材
　
む
し
歯
半
減
十
ヵ
年
運
動

の
趣
旨
が
表
現
さ
れ
、
県
民
に
親
し

ま
れ
、
か
つ
、
運
動
の
普
及
啓
発
に

広
く
活
用
で
き
る
も
の
。

◎
用
紙
　
郵
便
は
が
き
ま
た
は
郵
便

は
が
き
大
の
画
用
紙
を
使
用
し
、
一

枚
に
つ
き
一
点
を
描
く
こ
と
。

◎
色
彩
　
色
彩
は
自
由
で
、
使
用
す

る
色
は
三
色
以
内
。
ク
レ
ヨ
ン
、
水

彩
、
パ
ス
テ
ル
等
い
ず
れ
で
も
可
。

◎
制
作
　
個
人
制
作
、
集
団
制
作
を

問
い
ま
せ
ん
。

◎
応
募
点
数
　
一
人
何
点
で
も
可
。

◎
応
募
方
法
　
作
品
一
点
に
つ
き
、

必
ず
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

年
齢
、
職
業
（
学
校
名
、
学
年
）
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
締
切
り
　
六
月
十
五
日
㈲

◎
応
募
先
（
問
い
合
わ
せ
先
）
　
〒

九
五
一
　
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町

六
〇
二
　
新
潟
県
衛
生
部
公
衆
衛
生

課
歯
科
保
健
係
（
智
〇
二
五
二
f
二

三
－
五
五
一
一
番
内
線
三
二
一
五
）

◎
表
彰
　
最
優
秀
賞
一
点
…
賞
金
三

万
円
（
た
だ
し
、
一
般
以
外
の
部
門

か
ら
最
優
秀
賞
が
選
ば
れ
た
場
合
は

三
万
円
相
当
の
図
書
券
）
　
そ
の
他

各
部
門
ご
と
に
優
秀
賞
一
点
、
佳
作

三
点

◎
そ
の
他
　
応
募
作
品
は
未
発
表
の

も
の
と
し
、
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

作
品
の
使
用
権
は
主
催
者
に
帰
属
し

ま
す
。
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一

…ー
雪
の
十
日
町
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
ー

　
市
観
光
協
会
が
募
集
し
て
い
た

「
第
四
回
カ
ラ
i
雪
の
十
日
町
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
が
、
こ
の
ほ

ど
行
わ
れ
、
山
本
貴
一
さ
ん
（
中
条

中
町
）
の
作
品
が
二
年
連
続
で
写
真

大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
応
募
点
数
は
五
百
九
十
六
点
で
昨

年
よ
り
百
点
余
り
増
加
し
ま
し
た
。

　
審
査
に
あ
た
っ
た
羽
賀
康
夫
さ
ん

（
日
本
写
真
家
協
会
々
貝
）
は
、
「
カ
ラ

フ
ル
で
美
し
い
作
品
が
多
か
っ
た
。

冬
に
取
材
し
た
作
品
は
、
と
も
す
る

と
暗
く
な
り
が
ち
に
な
る
が
、
今
回

の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
明
る
く
生
き
生

き
し
た
人
々
の
表
情
か
ら
、
雪
国
に

生
活
す
る
人
々
の
生
き
た
姿
が
リ
ア

ル
に
撮
ら
れ
て
写
真
な
ら
で
は
の
強

み
を
感
じ
た
。
カ
ラ
i
写
真
な
ら
で

は
の
優
れ
た
も
の
も
多
く
“
カ
ラ
i

雪
の
十
日
町
”
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

。
写
真
大
賞
　
山
本
貴
一
（
中
条
中

町
）
　
「
白
神
の
幻
想
ω
」

・
特
選
　
古
藤
利
一
（
上
越
市
）

「
雪
の
祭
典
」
、
高
橋
洋
一
（
川
原

町
）
「
サ
イ
の
神
」
、
石
井
正
夫
（
長

岡
市
）
　
「
雪
お
ろ
し
」

。
入
選
　
樋
口
信
二
（
高
田
町
三
東
）

高
橋
憲
一
（
高
田
町
四
）
、
宮
沢
健

二
（
小
黒
沢
）
、
山
本
貴
一
（
中
条

（1）白神の幻想

一入賞作品展一
5月1月～15日　午前9時～午後6時

クロス10十日町　2階ギャラリー

　※表彰式は5月5日、午後2時から

　　クロス10で行われます。

中
町
）
、
根
津
義
広
（
中
条
中
町
）

関
口
芳
文
（
本
町
六
－
三
）
、
中
条

誠
（
川
原
町
）
、
内
田
道
幸
（
西
本

町
一
）
、
春
川
喜
代
正
（
田
川
町
二
）

大
島
市
士
（
本
町
四
）

・
努
力
賞
　
根
津
義
広
（
中
条
中
町
）

庭
野
正
夫
（
田
川
町
一
）
、
樋
口
信

二
（
高
田
町
三
東
）
、
小
坂
幸
平
（
稲

荷
町
三
西
）
、
春
川
喜
代
正
（
田
川

町
二
）
、
宮
沢
健
二
（
小
黒
沢
）

丸
山
実
（
稲
葉
）
、
高
橋
洋
一
（
川

原
町
）
、
内
田
道
幸
（
西
本
町
一
）

山
本
貴
一
（
中
条
中
町
）
ー
入
選
・

努
力
賞
は
市
内
入
賞
者
の
み

　
な
お
、
第
五
回
か
ら
の
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
、
春
・
夏
・
秋
の
十
日

町
に
取
材
し
た
も
の
の
部
も
設
け
ら

れ
る
予
定
で
す
。

県
美
術
展
に
出
品
し
ま
せ
ん
か

　
第
三
十
八
回
新
潟
県
美
術
展
が
、

つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
、
移
動
展
が
、
七
月
一
日

～
七
日
ま
で
「
ク
ロ
ス
m
十
日
町
」

で
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

搬
入
受
付
　
五
月
十
四
日
・
十
五
日

の
両
日
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

受
付
場
所
　
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
道
…
…
新
潟
県
美
術
博
物
館

・
日
本
画
…
…
大
和
新
潟
店
　
・
版

画
…
…
新
潟
三
越
　
・
写
真
…
…
ダ

イ
エ
i
新
潟
店

作
品
　
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す

各
部
門
と
も
一
人
三
点
以
内

第
一
部
…
日
本
画
、
第
二
部
…
洋
画

第
三
部
…
版
画
、
第
四
部
…
彫
刻

第
五
部
…
工
芸
、
第
六
部
…
書
道

第
七
部
…
写
真

出
品
手
数
料
　
各
部
門
と
も
一
点
三

千
円
、
一
点
増
す
ご
と
に
千
円

審
査
員
　
・
日
本
画
…
上
野
泰
郎
、

岡
本
弥
寿
子
　
・
洋
画
…
浮
田
克
躬
、

難
波
田
龍
起
　
・
版
画
…
天
野
邦
弘
、

瀬
木
慎
一
　
・
彫
刻
…
木
下
繁
、
土

谷
武
　
・
工
芸
…
佐
治
賢
使
、
蓮
田

修
吾
郎
、
・
工
芸
…
津
金
孝
邦
、
城

瀬
映
山
　
・
写
真
…
小
安
正
直
、
土

田
ひ
ろ
み

賞
　
県
展
賞
、
奨
励
賞
、
入
選

発
表
　
五
月
十
八
日
・
十
九
日
付
新

潟
日
報
紙
上
で

　
お
間
い
合
せ
は
、
十
日
町
市
公
民

館
（
費
七
－
五
〇
二
番
）
へ

ク
ロ
ス
ー
〇
十
日
町

　
　
　
行
事
案
内
を
テ
レ
ビ
ス
ボ
ツ
ト
で

毎
週
土
曜
日
、
五
時
か
ら
五
時
十
分
の

T
N
N
テ
レ
ビ
新
潟
の
ス
ポ
ッ
ト
で
流

㏄
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8
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口
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ズ

　
　
一
4
　
ん

。
　
リ
　
恥
　
　
さ

。
　
シ
　
　
蔵

O。
　
　
　
　
徳

｛
セ
　
謝

。
㎜
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
南

0　
　
　
　
　
　
　
　
3

0　
　
　
　
　
　
　
　
町

O　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
高

OOO口

㎝
緋
一
筋
に

O
㎝
　
　
四
十
五
年

OO
・・

大
正
十
四
年
六
月
に
、
来
迎
寺
さ

07
で
徴
兵
検
査
が
あ
り
、
そ
の
検
査

胃
は
明
石
ち
ぢ
み
に
紹
の
羽
織
を
着

口㎝
て
行
き
ま
し
た
。

。
着
て
行
っ
た
明
石
ち
ぢ
み
は
、
自

界
で
柄
や
色
を
決
め
て
、
染
め
て
、

O㎝
糸
を
の
べ
て
織
っ
て
も
ら
っ
た
も
の

嬬
で
す
。
二
反
分
つ
く
っ
た
の
で
す
が

…
小
さ
な
格
子
柄
の
無
地
の
も
の
で
、

O㎝
よ
く
で
き
て
い
る
と
ほ
め
ら
れ
た
も

房
で
す
。
博
物
館
に
提
供
し
よ
う
と

。
、
　
　
　
　
　
　
　
、

。・

思
っ
た
の
で
す
が
　
そ
の
時
の
記
念

07
と
大
事
に
と
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
私
が
最
初
に
き
も
の
に
関
係
し
た

O
・・

の
は
明
石
緋
の
仕
事
で
し
た
。
そ
の

螂。
頃
の
機
屋
は
冬
だ
け
の
仕
事
で
、
十

　
月
頃
、
稲
の
あ
と
か
た
ず
け
を
し
て

F
　
　
　
　
　
　
、

㎝
カ
ら
は
じ
め
て
　
四
月
い
っ
ぱ
い
や

考
た
も
の
で
す
。
夏
の
間
は
百
姓
仕

箏
で
す
．

O㎝
私
は
昭
和
十
三
年
に
独
立
し
て
緋

　
四
月
二
十
三
日
（
土
）
か
ら

間
に
、
　
「
ク
ロ
ス
ー
0
情
報
」
が

さ
れ
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

、、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
影
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
c
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

巻
業
を
開
業
し
ま
し
た
。
戦
後
は
、
・
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

二
十
四
年
頃
、
鉄
工
所
に
転
業
し
て
一

い
た
機
屋
さ
ん
が
再
び
会
社
を
起
こ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

す
と
い
う
の
で
手
伝
い
ま
し
た
。
そ
　
㎜

の
人
は
、
緋
の
神
様
と
言
わ
れ
た
人
』

で
、
枠
緋
と
い
う
手
法
を
開
発
し
ま
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

し
て
ね
。
糸
枠
を
大
き
く
し
た
よ
う
』

な
枠
の
中
で
緋
の
柄
を
つ
け
る
も
の
ロ

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
。

で
　
そ
の
技
法
を
人
に
盗
ま
れ
な
し
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
運
ぶ
の
は
夜
『

ば
っ
か
り
で
、
ふ
ろ
し
き
に
包
ん
で
c

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

二
人
で
担
架
で
運
ぶ
よ
う
に
し
て
運
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ
も
の
だ
か
ら
「
お
前
さ
ん
方
何
を
　

も
っ
て
ら
ん
だ
の
」
と
良
く
言
れ
た
』

も
の
で
す
よ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
日
本
人
は
、
着
物
で
育
っ
て
着
物
…

で
冥
土
に
行
く
民
族
で
す
し
、
私
も
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

着
物
が
好
き
だ
か
ら
良
く
着
ま
す
が
㎝

で
き
る
だ
け
着
物
を
着
る
機
会
を
つ
　
∞

く
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
新
し
い
産
業
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
㎝

も
そ
ん
な
に
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
嬬

で
す
し
、
や
は
り
、
着
物
産
業
を
守
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
㎜

　
（
緋
一
筋
に
四
十
五
年
の
功
績
で
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
沁

　
こ
の
ほ
ど
市
民
ほ
う
賞
を
受
賞
）
・
・
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地
域
子

　
　
　
　
　
“
会

野　∞　　　　　　L一　舶／

凄　地域子ども会指導者のための　　　3

沖レクリェー泊ン教室開誕
＄　　　　こんなかたはぜひどうぞ

旗ど
〃も

　Aを訴
　に

．
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
で

は
、
町
内
、
部
落
、
校
区
な
ど
の
小
中
・

学
生
で
組
織
し
て
い
る
子
ど
も
会
で
、

①
人
数
は
十
五
人
程
度
以
上
、
②
活

動
は
計
画
的
に
年
間
を
と
お
し
て
、

③
育
成
者
（
大
人
）
の
組
織
が
あ
り
、
　
4

市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
（
市
子
連
）

に
加
盟
し
た
子
ど
も
会
に
会
旗
を
さ

し
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
、
該
当
す
る

子
ど
も
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
四
月

二
十
五
日
ま
で
に
市
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
内
、
市
民
会
議
事
務
局
（
盈
七

－
八
九
一
八
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●楽しいこども会に

●P　T　A行事がマンネリで

●明るい職場にするために

●いろいろな歌やゲームを覚えたい

●いきいきした人間関係を

　　　　　　　　畢

　　どんなことを学、ヨミかというと一

●子ども会の意義や運営方法は！

●集いのプランや演出を学ぶ

●レクリェーションの指導法をマスターする

世界的フルート奏者
サッチデーヴコンサート

4月19日。犬池撫民施設

　
イ
ン
ド
音
楽
の
世
界
的
バ
ン
ブ
ー

フ
ル
ー
ト
奏
者
G
・
S
サ
ッ
チ
デ
ー

ヴ
コ
ン
サ
ー
ト
が
四
月
十
九
日
（
火
）

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
大
池
市
民
施

設
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
元
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー
、
ジ

ョ
ー
ジ
ハ
リ
ス
ン
は
「
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
が
こ
の
美
し
い
演
奏
を
聞

い
て
、
そ
の
雰
囲
気
と
感
覚
を
あ
じ

わ
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
う
。
サ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　　　　　　　　　畢

　　　　こんなことをやります

●フォークダンスやレクリェーションダンス
●楽しいキャンプやウォークラリー
●思いをこめた集いのやり方
●仲間づく．りのためのゲームや軽スポーツ

φ
零
6
φ
φ
9
Q
箋
6
φ
φ

聾
雛』鍵

デ
ー
ヴ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
音
楽

と
同
時
代
に
生
ま
れ
た
の
は
幸
福
だ

よ
」
と
絶
賛
し
て
い
ま
す
。

　
会
費
は
ド
リ
ン
ク
付
で
二
千
円
で

丸
久
紙
店
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
大
池
市
民
施
設
行
き
の
バ

ス
が
五
時
四
十
分
に
十
日
町
新
聞
社

前
か
ら
出
発
し
ま
す
。
予
約
制
で
す
。

お
問
い
合
せ
は
大
池
市
民
施
設
（
費

二
ー
二
三
九
六
番
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

1◎参加者…どなたでもどうぞ

1　　　　　（小・中・高校生は除く）
ビ

1　　　　　定員は50人です。

1◎日　時…4月～12月（15回）午後7：30～9：3
！◎会場…＋日町市勤労青少年ホーム

1◎参加費…1，000円（テキスト代）

1◎申込み…4月22日蟹でに公民倉官本館へ

1　　　　　（智7－5011番）

　　　　　第1回（開講式）

●4月26日（火）午後7時～　●青少年ホーム

●出合いと仲間づく｝）のゲーム

●講師…本田史郎（日本レク協会上級指導者）

身
近
な
郷
土
の
歴
史

　
　
　
　
　
「
六
箇
史
話
」

　
こ
の
ほ
ど
六
箇
史
話
刊
行
会
（
富

井
清
道
会
長
）
で
は
、
郷
土
が
わ
り

り
、
郷
土
を
愛
す
る
手
引
き
書
と
し

て
”
六
箇
史
話
”
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
本
は
、
こ
の
四
月
加
茂
市
教

委
に
転
出
し
た
前
六
箇
小
学
校
長
、

加
藤
次
馬
さ
ん
が
、
五
十
四
年
四
月

に
着
任
以
来
、
四
年
間
を
か
け
て
、

地
域
を
く
ま
な
く
ま
わ
っ
て
ま
と
め

た
労
作
で
、
第
一
話
の
「
羽
根
川
が

で
き
る
」
か
ら
、
十
五
話
の
「
六
箇

の
道
」
ま
で
、
B
六
判
、
三
百
六
十

頁
。
写
真
九
十
枚
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
剛
一
丁

　
　
　
　
工
5
∠
イ
ー

　
刊
行
会
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

”
身
近
な
歴
史
が
、
読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
”
”
ど

の
ぺ
ー
ジ
に
も
、
わ
か
ら
な
か
っ
た

六
箇
の
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
出
て
く
る
”

”
読
み
な
が
ら
い
つ
の
ま
に
か
日
本

の
農
村
史
の
通
に
な
る
”
こ
の
本
を
、

家
に
一
冊
、
地
域
か
ら
で
た
人
に
は
、

お
み
や
げ
に
ど
う
ぞ
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
領
布
価
格
は
一
冊
千
円
で
、
六
箇

地
区
公
民
館
（
費
二
－
五
四
三
四
番
）

で
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

天使のうたごえ

ウィーン少年合唱団

　　　新潟公演へ

◎5月15日　午後2時
　　上越文化会館

◎5月17日
　　午後6時30分

　　長岡市立劇場

◎5月18日
　　午後6時30分

　　新潟県民会館

　入場料（全席指定）

　　S席…3，000円

　　A席…2，800円

　　B席…2，500円

躰各市内プレイガイドヘ榊

　一主催　N　S　T一

厳しさも、愛。一

お父さんも頼みますよ。

■子供を放任しない

■親子の対話を忘れないように

■子供に善悪のけじめをつけさせる

■二つ叱ったら三つほめる心がけを

■ポルノ雑誌等を家庭にもちこまない

相談は…青少年育成センター
　　　　　　　（魯7－8918番）へ
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・焼　　物

入　　門

湯のみ、花びんなど手づくりの陶芸

を楽しむ

火曜（夜）

5月10日～

日本画
入　　門

絵筆を持つたことのない人のための

日本画入門教室です。

火曜（夜）

4月19日～

木彫り
入　　門

木彫りの基礎を学び、茶たく・盆・

ブローチなどの制作技術を学ぶ

水曜（夜）

4月20日～

きょうの

料　　理

N　H　K「きょうの料理」をテキスト

に使いながらの実習

毎月第3水曜（夜）

4月20日～

「料理」（昼）・「戦後文学」「十日町再発見」

の教室も予定していますが、詳細は4月

25日号市報おしらせ版でご案内します。

　　4月から市民講座が始まります。

　あなたも仲間をさそっておいでくだ

　さい。

●4月15日から受付

　お早めに申し込みをしてください。

●申込みは十日町市公民館に

　学校町智7－5011番（電話申込可）
　　　　　、
　申込みの際にはハガキ7枚（連絡用）

　を添えてください。（学習日に持参可）

●対象はどなたでもけっこうですが、

　初心者に限ります（小中高校生は除く）

●時間は、夜7時～9時

●定員はそれぞれ30名です。定員になり

　次第に締切ります。

●学習は11月までの予定です。

●受講料は無料ですが、教材費は各自負

　担です。

●テキストや道具等は幹旋します。

中条青年の村への

　　お＊さ＊そ＊い

～かけがえのない青春を

　中条公民館で仲間とともに～

◎コース別学習（寡2飲きな）

料理のひろば

毎月第1・3木曜日

夜6時30分～

体育のひろば

　みんなで一緒に
　　　こんなこ1とを

※自分たちが経験してきたくら

　し（衣・食・住）のことやい

　ろんな工夫・知恵を思い出し、

　次代に伝えるべく保存し、ま

　とめる

※畑で草花や作物を作る

午
前
中
に

毎週水曜日

夜7’時30分～

中条小体育館

　ときどき
　　　こんなことも
※むかしなつかしいおもちゃづ

　くりや娯楽大会も

※ゲートボール・ダンス・民踊・

　ゲームで楽しく

※講師の話を聞いたり映画をみ

　たりしながら

活花のひろば

小　原　流

毎月・第2・4

水曜日
夜6時30分～

◎全体学習（みんなで参加します）

話し合いや講師の話しを聞いたり、研

修旅行、クリスマスパーティなどを通

じて仲間づく1）を

◎開村式4月16日夜7時30分～

　　　中条公民館で

◎申し込み問い合せも

　公民館（智2－2748番）へ

　　　　　おとしよりの皆さんへ

老人講座が始まります
会　場
期　間

申込み

その他

十日町市公民館（本館）　盈7－5011番
4月～3月　時間は毎回午前9時30前から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後3時30分

十日町市公民館（本館）に連絡用ハガキ12枚を添え

て学習日においでください。’
●毎回昼食、筆記用具をお持ちください。●敦材費は実費自己負担

して頂きます。●1日参加できない方も半日ずつでもけっこうです

のでおいでください。

すで
齢

　
時

日
齢

2
午

月は式講開

そのほかに

※研修旅行

※文化祭に作品を展示

※保育所訪問

※留年式

午後からは
こんなグループ学習を

※焼もの（月1～2回）
※俳　　句（4月は12日・26日）

※写　真（〃15日）
※いけ花（〃22日）
※あみもの（　〃　12日・26日）



（12）とお』航詐3昭和58年4月10日

胸
部
脚
ン
冴
撮
影
・
循
環
器
健
診
日
程

検
診
月
日

検
診
時
間

検
診
会
場

対
　
象
　
地
　
区

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

下
条
公
民
館
山
際
、
廿
日
城
、
岩
野

4
月
18
日
㈲

午
後
1
時

～
午
後
3
時

下
条
公
民
館
原
、
下
条
栄
町

4
月
19
日
㈹

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

下
条
公
民
館
下
条
中
央
通
り
、
桑
原
、
野
田

蟹
沢

午
後
1
時

～
午
後
3
時

下
条
公
民
館
為
永
、
貝
ノ
川

4
月
20
日
㈹

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

下
条
公
民
館
下
条
本
町
、
山
根

午
後
1
時

～
午
後
3
時

下
　
組
　
分
　
館

新
保
、
水
口
、
下
山
、
新
光
寺

4
月
21
日
㈲

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

上
新
田
公
民
館

上
新
田
1
・
3
・
4

午
後
1
時

～
午
後
2
時

上
新
田
公
民
館

上
新
田
2

午
後
2
時
30
分

～
午
後
3
時
30
分

仙
之
山
作
業
場

仙
之
山

4
月
22
日
㈲

午
前
10
時

～
午
前
n
時
3
0
分

東
下
組

生
活
改
善
セ
ン
タ
i

平
、
漉
野

午
後
1
時
30
分

～
午
後
2
時
30
分

願
入
冬
期
分
校

願
入

4
月
2
5
日
㈹

午
前
10
時

～
午
前
n
時

慶
地
冬
期
分
校

慶
地

午
後
1
時

～
午
後
2
時
30
分

二
子
冬
期
分
校

二
子

4
月
27
日
㈹

午
前
10
時

～
午
前
n
時

池
　
谷
　
分
　
校

池
谷
、
入
山

午
後
1
時
30
分

～
午
後
2
時
30
分

塩
野
冬
期
分
校

塩
野

休診のお知らせ
～水沢診療所・新水出張診療所～

　水沢診療所の成沢医師が入院しましたの

で、当分の間、水沢診療所、新水出張診療

所、六箇地区などへの巡回診療を休診させ

ていただきます。

結
核
健
診

か
く
た
ん
検
査
を
実
施

　
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
歩
行
困

難
な
人
や
腰
の
不
自
由
な
人
な
ど
、

結
核
健
診
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接

撮
影
の
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
か

く
た
ん
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
市
か
ら
お
送
り
す
る
容
器
に
た
ん

を
入
れ
て
返
信
用
封
筒
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

　
詳
細
は
保
健
衛
生
係
（
智
七
ー
三

一
一
一
番
内
線
二
二
七
）
へ
。

福
祉
作
業
所
づ
つ
じ
工
房
”
開
設

　
　
　
　
～
心
身
障
害
者
通
所
援
護
事
業
～

　
今
年
か
ら
老
人
保
健
法
の
実
施
に

よ
り
、
循
環
器
健
診
に
つ
い
て
は
、

百
円
の
自
己
負
担
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
お
手
数

で
も
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
方
は
無
料
に
な
り
ま

※
個
人
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
人
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
人
で
会
社
等
で
受

　
診
し
な
い
人
も
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

※
3
5
才
以
上
の
方
は
血
圧
測
定
、
検
尿
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
問
接
撮
影
を
受
け

　
て
下
さ
い
。

循
環
器
健
診
の
受
診
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
百
円
ご
持
参
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
心
身
障
害
者
で
自
力
で
就
業
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
障
害

の
特
性
に
応
じ
た
作
業
指
導
や
生
活

指
導
な
ど
を
行
な
い
な
が
ら
、
仲
間

づ
く
り
や
楽
し
い
行
事
も
計
画
し
て

い
る
福
祉
作
業
所
「
つ
つ
じ
工
房
」

が
、
身
体
障
害
者
福
祉
会
館
内
（
市

内
山
本
一
）
に
四
月
一
日
か
ら
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
利
用
を
希
望
す
る
人
は
い
つ
で
も

お
い
で
く
だ
さ
い
。

実
施
主
体
　
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

利
用
者
費
用
　
月
額
三
千
円
　
　
（
通

所
に
要
す
る
費
用
や
昼
食
、
そ
の
他

の
特
別
出
費
は
自
己
負
担
か
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
）

収
入
金
品
　
作
業
を
し
て
得
た
収
入

は
、
原
則
と
し
て
利
用
者
か
保
護
者

に
配
分
し
ま
す
。

開
設
期
間
・
日
時
　
通
年
で
毎
週
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
時
間
は
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
（
祝
祭

日
は
休
み
）

作
業
　
現
在
は
、
弱
電
気
部
品
、
造

駅

花
な
ど
の
簡
単
な
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
一
緒
に
作
業
や
指

導
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
指
導
な
ど

を
や
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
も
求
め
て
い
ま
す
。
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
　
詳
細
の
問
い
合
せ
は
市

社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係
（
智
七
ー

三
二
一
番
内
線
二
一
四
）
へ
。

　
男
子
警
察
官
（
大
卒
）

　
募
集

　
　
　
　
－
新
潟
県
－

　
県
人
事
委
員
会
と
県
警
察
本
部
で

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
新
潟
県
男
子

警
察
官
A
（
大
学
卒
）
の
採
用
特
別

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
四
月
一
日
～
三
十
日

第
一
次
試
験
日
　
五
月
八
日
（
日
）

　
　
　
新
潟
中
央
警
察
署

受
験
資
格
　
昭
和
三
十
年
七
月
二
日

か
ら
三
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
子
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

す
の
で
　
当
日
会
場
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

　
●
老
人
保
健
法
に
よ
る
健
康
手
帳

医
療
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。

　
●
生
活
保
護
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
。

宍

　
蝉
　
　
穐
　
ρ
へ

　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥

　
＼

多
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z
．

　
　
　

　
　
リ

　
　
　
・
）
　
勿

謝衆

襟
蝋

　
“
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
、

　
ざ
い
窒
ん

ぽ
（
～
多
の
マ
マ
匿

　
と
Z
も
に
こ
¢
こ

し
z
い
ま
弓
　
　
庶

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
／
／
考

　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

そ
砥
は

い
つ
も
雷
瞼
俸
う
の

ぎ
く
乞
虐
ぺ
が

黛
ん
ヒ
じ
↑
的

ど
a
り
に

訳
窒
る
か
リ
プ
司

？
　
、
　
　
　
ー
－
F

　
　
　
　
6
　
，
1
0

灘．

き
．
可

唇
勾
と
匿

ぽ
く
毛
パ
ペ
も
も
フ
と

ね
2
い
葦
い
の
に

5
芝
φ
7
じ
に
な
多
ヒ
＞

…
…
…
く
多
呑
秋

　
　
　
　
　
、

7
感
ず
7

ゴ
で
ぢ
マ
珍

刻
一
℃
迄

磯
誉
製
，

膨
’
笥
窯

灘

織
・
＼
。
＼
谷

ノ
’
　
馬

を
ー
に
　
　
q

二
既
も
　
　
　
　
　
　
－

　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
も

レ
ぽ
弓
く
φ
　
　
　
酬
緬

　
も
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
け

あい

賦
に
け
乏
　
　
　
ノ
W
＾
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
㎝
撫

と
い
ろ
け
ど
9
彰
蝋
い
－

　
　
　
　
　
ざ
ヲ
　
　
　
ろ

や
・
ぽ
ぽ
倉
、
霧
謄

　
　
　
　
　
ら

粉
毒
い
の
舜
賦
ら

　
　
　
　
（
頁
、
濯

　
　
　
　
　
　
　
笹
3

＊
出
稼
ぎ
帰
省
者
健
康
診
断
…
四
月
二
十
八
日
㈲
午
前
八
時
半
～
午
後
二
時
・
十
日
町
保
健
所
（
出
稼
ぎ
労
働
者
手
帳
．
検
診
料
五
百
円
を
持
参
く
だ
さ
い
）

る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
）

業
し
た
人
か
、
本
年
六
月
三
＋
日
ま
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現

で
に
卒
業
見
込
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

採
用
予
定
人
員
　
二
十
五
人
　
　
　
－

受
験
手
続
き
な
ど
詳
細
は
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
申
込
用
紙
の
請
求
な
ど
詳
細
は
、
『
（

県
人
事
委
員
会
霧
局
（
新
潟
市
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

番
堀
通
り
町
、
県
庁
分
館
内
　
智
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
9
，

二
五
二
1
≡
二
L
五
五
二
番
）
カ
4

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ー
日
町
警
察
署
（
智
二
ー
三
一
七
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

番
）
へ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台

　
停
電
の
お
知
ら
せ
　
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基

　
▼
四
月
十
八
日
㈲
、
正
午
か
ら
午
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
四
時
、
小
泉
第
二
、
小
泉
第
三
、
人

稲
葉
の
各
一
部
、
小
泉
第
一
、
吉
田
5
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
谷
の
全
部
　
▼
四
月
二
＋
日
㈲
、
4
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
八
時
～
午
後
一
時
、
稲
荷
町
三
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丁
目
本
通
り
の
一
部
▼
四
月
二
十
人

二
日
㈹
、
午
前
八
時
～
午
後
一
時
、
8
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

北
新
田
第
一
、
北
新
田
第
二
の
各
一
3
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
、
谷
内
丑
第
一
、
谷
内
丑
第
二
の
男

全
部
　
　
　
　
　
　
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
、
誌
　
4
7

事
毒
2
　
齢
㏄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
福
祉
作
業
所
「
つ
つ
じ
工
房
」
　
”

が
開
所
し
ま
し
た
（
表
紙
写
真
）
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
人

　
お
祭
り
騒
ぎ
に
終
る
の
で
は
な
）
計

か
と
心
配
さ
れ
た
、
国
際
障
害
者
年
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

は
確
実
に
定
着
し
、
こ
の
テ
ー
マ
を
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
剣
に
考
え
て
い
る
人
が
増
え
て
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。
市
内
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー

ビ
ュ
ー
・
i
の
設
立
、
雪
ま
つ
り
力
数

ー
ニ
バ
ル
ヘ
の
招
待
、
中
沢
作
業
所
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世

や
な
か
ま
の
家
の
開
設
な
ど
、
身
障
／

者
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
く
な
る
勢

環
境
づ
く
り
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
市

、
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
■

し
ま
す
。
う
れ
し
㌧
こ
と
で
す
。

詳
細
は
市
農
委
事
務
局
へ
、
。


